






Compliance with Laws and Regulations and Faithful 
Observance of the Orders of Superiors of Officials
HAMANISHI, Takao
Abstract
Officials shall,in the performance of their duties,comply with laws and regulations and 
faithfully observe the orders of their superiors in the course of their duties. The theory 
that latter observance shall precede the former compliance in certain cases is accepted 
more dominantly at present. But I think that the former compliance shall generally pre-
cede the latter observance. Although the Supreme Court judged on February 9  2012,this 






法令遵守義務（Compliance with laws and regulations）











































































































































































































（ 7） 藤田宙靖・前掲注（ 3）書（行政組織法）305頁以下参照。









































































































































































































































































のとして、東京高等裁判所昭和49年 5月 8日判決（行集25巻 5号373頁）、その上告を棄却した最高裁判所
昭和53年11月14日第三小法廷判決（裁判集民事125号565頁）（勤評拒否懲戒免職処分事件）。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（43） 前掲注（ 1）書・自治研究88巻 4号71頁参照。
（44） 平成24年判決には、起立斉唱義務（ピアノ伴奏義務を含む）が憲法19条の思想・良心の自由に違反する可
能性が高いとの宮川光治裁判官の反対意見が付されている。
（45） 塩野宏・前掲注（ 3）書は、「公務員の基本的人権にも関わる職務命令に対しては違法の抗弁を認めた点で、
公務員勤務関係法上、理論的にも実務的にも重要な意味をもつ」としながらも、「学説上争いのある職務命
令の違法の抗弁を認める範囲に関しては、本判決の射程は必ずしも広くない」と指摘する（318頁参照）。
